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要  約 
本研究では，DV 加害者が DV 脱却に向かう過程の中で，どのように DV の問題を意識し，向き合い，受け容れていく
のかについて明らかにすることを目的とした。DV 加害者更生プログラムに通う DV 加害男性 4 名を対象に面接調査（4
名のうち 3 名は 3 回，1 名は 2 回）を行い，複線経路・等至性モデル（TEM）の手法を用いて分析を行った。その結果，
DV 加害者が DV 脱却へ向かう過程には，DV と気づかずに DV を繰り返す段階，葛藤の落としどころを模索する段階，
現実に直面して DV を受け容れていく段階，家族との関係修復に向かう段階という四つの段階があることが示唆された。
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2001 年に DV 被害者の安全確保と DV 防止を目的に「配
偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律」































































 アメリカにおける DV 加害者更生プログラム（以下，
プログラム）は，1977 年に DV 被害者支援を行っている






































Dutton, Bodnarchuk, Kroppp, Hert, & Ogloff（1997）



























ても応用できると考えた。Prochaska et al. （1992）は，
依存からの解放について，前進と後退を特徴とする 6 段
階から構成される螺旋状の過程をたどることを指摘した










































































































































































1 回 60～120 分の面接を実施した。面接時間の合計（1
回目，2 回目，3 回目）は，A が 300 分（100 分，100
分，100 分），B が 340 分（110 分，120 分，110 分），C
が 200 分（60 分，80 分，60 分），D が 240 分（120 分，
120 分）となった。 
C はうつ病のため長時間の面接を控えるよう FT から


























































DV 加害の認識が DV 脱却を促進するプロセスの解明 
 































対象者 4 名の変化を一つの TEM 図にまとめ，分析を




されることが妥当と考えられた。第 1 段階は DV と気づ
かずに DV を繰り返す段階，第 2 段階は葛藤の落としど
ころを模索する段階，第 3 段階は現実に直面して DV を
受け容れていく段階，第 4 段階は家族との関係修復に向







1．DV と気づかずに DV を繰り返す段階 








































以上より，第 1 段階を DV と気づかずに DV を繰り返
す段階とした。 
2．葛藤の落としどころを模索する段階 




























DV 加害の認識が DV 脱却を促進するプロセスの解明 
 




































































































1．加害者が DV 脱却に向かうプロセス 

















DV 加害の認識が DV 脱却を促進するプロセスの解明 
 
ある DV をきっかけに，DV に耐えかねたパートナー
は加害者と距離を置くための行動を起こした。しかし，
























































3）現実に直面して DV を受け容れていく段階 
プログラム参加当初，パートナーから DV を指摘され
た 3 名は，「DV だ」と指摘されることに抵抗を感じてい



















































































































































































































































DV の定義，DV に含まれる暴力，DV を繰り返す要因，































第 1 段階，第 2 段階は家族や友人からの働きかけを，
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Breakaway from Domestic Violence Facilitated 
by the Batterer’s Process of Self-Recognition 
 
Hikari Josha１, Shuzo Ohi２ & Kunio Miyamoto３ 
（1: Kuriki Mental Clinic, 2: Gifu Women’s University, 3: Tokai Gakuin University） 
 
Abstract 
This study aimed to elucidate how batterers find a way to break away from domestic violence 
(DV). Four males who attended a program for batterers were interviewed (three men 3 times and 
one man 2 times), and the data was analyzed using the Trajectory Equifinality Model (TEM) 
method. The TEM results showed there are four stages batterers pass through when rehabilitating 
themselves from DV. In the first stage, they continued and repeated DV without recognizing it as 
DV. In the second stage, they tried to deal with their emotional conflict. In the third stage, they 
faced squarely what they were doing and recognized it as DV. In the fourth stage, they tried to 
restore their relationship and communication with their family. When they faced the consequences 
of what they had done, and became aware that what they had been doing was unnatural, they 
accepted the impact and pain of DV and were able to initiate the process of breaking away from 
DV. 
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